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供給処理施設地区 とこコ 海岸保全緑化地区 田園ー 主要幹線口既成市街地

.凡例

仁ごコ 市街化想定地区

こ
の
計
画
は
、
す
べ
て
県
民
の
立

県民の声を反映した総合計画

中田幸吉

場
に
立

っ
て
考
え
る
と
い
う
原
則
の

も
と
に
、
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、

「
や
す
ら
ぎ
」
と
「
う
る
お
い
」

と

「
生
き
が
い
」

の
あ
る
生
活
が
送

れ
る
よ
う
な
、
住
み
よ
い
県
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

富山県知事

特
今
回
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は

若
者
の
多
い
、
活
力
あ
る
人
口
構

成
を
実
現
す
る
こ
と
。

豊
か
で
心
の
か
よ
い
合
う
地
域
社

会
を
形
成
す
る
こ
と
。

こ
の
二
つ
を
、
昭
和
六
十
年
を
展

り
ま
す
。

望
し
た
場
合
の
重
点
目
標
と
し
て
お

県
総
合
開
発
審
議
会
の
六
カ
月
に

わ
た
る
審
議
と
、
各
地
域
に
お
け
る

意
見
交
換
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

多
く
の
学
識
経
験
者
の
貴
重
な
意

見
を
結
集
し
、
県
民
の
声
が
反
映

ノ

自然景観保全地区==0==高速道路

自然環境保全地区

.優良農地は、できるだけ確保します。

・都市的地域については、都市の再開発をはじめ

公園、広場などの公共空闘を創出し、整備して

いきます0

・若者の定着する文化的環債の創出に努めます0

・スーパー農道や、大規模林道芯ども、生活道路

として活用する方向で整備を進めます。

⑧ 

@ 

C二〉森林 1)ゾー卜基地

果樹・牧草地。
県民が、県内のどこに住んでいても、生きがい

のある生活ガ送れるような、県づくりをすすめる

ために、県内を6つの広域生活圏に分けて取り組

むことにしています。

そして、限られた県土を最も有効に活用するた

め、基本的には次のように考えております。

・森林は、基本的には保全する立場を守っていき

ます。

内陸工業団地

農村工業化拠点
• • 

仁コ 工業地区

緩衝緑地地区

にさ
れ
た
こ
の
計
画
は
、
今
後
の
県
政

に
大
き
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の

と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

計
画
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
県

と
し
て
所
要
財
源
の
長
期
的
、
安
定

的
な
確
保
と
、

一
一
層
の
合
理
化
、
効

率
化
に
努
め
、
組
織
体
制
に
十
分
検

討
を
加
え
、
計
画
の
特
色
で
あ
る
、

マ

〈
人
間
優
先
、
県
民
の
立
場
に
立
っ

た
基
調
〉

と
い
う
も
の
を
、
効
果
的

に
実
現
す
る
決
意
で
す
。

し
か
し
、
県
の
み
の
力
に
よ
っ
て

な
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
県
民
各
位
の
ご
理
解
と
、

積
極
的
な
参
加
を
得
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
積
極
的
な
施
策
の
展

開
と
、
市
町
村
の
絶
大
な
ご
協
力
、

民
聞
の
意
欲
的
な
参
加
を
統
合
し
た

集
積
力
が
発
揮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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計
画
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
の
変
化

昭
和
川
八
年
に
策
定
し
た

「
住

み
よ
い
山
山
県
を

つ

く
る
ど
入
I

十
一町

立

〈
之
市
ノ
I
-zH
l」

l

①
-h
油
シ

ョ
ッ
ク
以
後
の
日
本

J

に
川
吋
千
日
肋

乃
六
J

山
川

i
l、
J
d
c
f
j

料
…
併
の
成
長
ハ
タ

l

ン
が
安
定
成
長
引

へ
と
変
化
し

財
政
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
計
一
向
さ
れ

た
こ
と
。

て
い
た
諸
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実
現
が
川
慨
に
な

っ
て
き

②
北
陸
新
幹
線

の

4
問
年
同
通
が
不
可
能
と

計画の基本的な考え方
限りある県土を最も有効に活用し、県民が県内のどこに住

んでいても、職場があり、生活の利便性や快適性が確保され、

生きがし、のある生活が送れるようにすることです。

計画の構成

な
り
、

L

ハ
|
年
代
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
。

③ 
[Iij 

の
第
三
次
総
人
口
開
発
計
酬

(
三
全

総

)
が
策
定
さ
れ

こ
れ
と
M
m
A
n
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

④

ロ
l
リ
ン

グ
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
比
山
し
の
時
期
に
あ
る
こ
と
。

な
ど

4

一山μ
川
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
実
現
可
能

な
も
の
に
す
る
た
め
修
正
し
た
も
の
で
す
。

県
民
生
活
の
主
な
課
題
編

怜
論
調
伐
な
ど
を
も
と
に
、
県
民
の
特
に
関
心

の

深
い
課
題
主
ど
卜
川
一H
b」

-
円
か
な
んか
い恒

-
hM
み
よ
い

地
域
社
会

-
伸
び
ゆ
く
川
小
勢
の
法
盤

の

一-
つ
に
分
け
て
取
り
卜
げ、

川
ら
か
に
し
て
い
ま
す

2
 

そ
の

民
引
と
刈
取
を

総
合
編け山川

町州
全
体
刀
法
訓
と
主
る
指
標
と

.
川
氏
佐
川
刀
法
慌
を
川
め
る

-
人
川
竹
を
円
か

に
育
て
る

-
調
和
あ
る
繁
栄
を
も
た

ら
す

の・
1

つ
の
地
誌
を
い打
に
計
州
を
体
系
化
し
て
い
ま
す

地
域
編人

つ
の

広
域
生
活
闘
と
山
村
地
域
と
山
山
汚
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
民
む
山
と
、主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
を

ぶ
し
て

い
ま
す

総
人
HUH
-内
に
法

っ
き
、
昭
和
五
三
年
度
か
ら

μ
年

「
I
l
l
1
1
川
、
引
いか
下
業
定
地
に
参
州
す
る
ヒ
要
事
業
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す

J
活
力
あ
る
人
口
構
成
を

昭
和
六
十
年
の
人
口
は
、
こ
れ
ま

で
の
す
う
勢
ど
お
り
に
変
化
す
る
と

す
れ
ば
、

一一

四
万
人

(
昭
和
五
十

年

一
O
七
万
人

)
に
な
る
見
込
み
で

す
。

こ
の
場
合
凹
五
歳
以
上

の
中

高

年
令
層
が
八
万
人
増
加
す
る
反
面

一
五
歳
か
ら
四
四
歳
ま
で
の
働
き
盛

り
の
人
口
が
二
万
三
千
人
も
減
少
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

若
年
層
の
減
少
、
中
高
年
齢
層
の

大
き
な
増
加
と
い
う
形
は
、
今
後
の

人
口

の
再
生
産
が
さ
弓
に
小
さ
く
な

り
、
人
口
構
成
に
お
け
る
活
力
が
次

り
ま
す
。

第
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が

向
然
増
加
率
で
見

ま
す
と
、
昭
和

五
十
年
に
は
人
口
千
人
当
た
り
八

・

九
人
で
あ

っ
た
も

の
が

、
し
ハ
ト
年
に

り
ま
す
。

は
四

・
一
人
と
半
減
す
る
こ
と
に
な

こ
の
た
め
、
計
画
で
は
、
特
に
行

年
層
の
定
請
、
流
入
を
図
る
た
め

の

ハ
十
年
の
目
標
人

U
を

約

一一

七
万

地
策
に
東
山
…
を
お
い
て
お
り
、
活
力

あ
る
人

U
構

成

の
実

現
を

め
ざ
し、

人
と
し
て

い
ま
す
。

3 

か
よ
い
合
う
地
域
社
会
を

最
近
の
社
会
は
物
質
中
心
と
な
り
、

心

の
荒
廃
が
目
立

っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
県
民

一
人
ひ
と
り
の
生
活
が
、

社

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
社
会
を
形
成
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

，
県
民
総
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

て
成
り
立

っ
て
い
る
以
上

相
互
に
深
い
か
か
わ
り
あ
い
を
持

つ

ト
品
川
ノ
ト
品

活
動

の
推
進
、
教
育

、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
、
自
然
保
護
な
ど
人
間
中
心
の

地
策
を
重
点
に
、
よ
り
良
い
地
域
社

会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
と
、

い
生
活
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は

地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
、
心

の



一

一

一

一

一

一

一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

県

生

活

民

。〉
主

課

題

編

な

一

一

凹
ま
ず
生
活
の
安
定
を

な

県民スポーツ大学

(バレーポールの部は

大松講師の指導で)

ぬ
雇
用
の
安
定

す
べ
て
の
県
民
が
、
安
定
し
た
生

活
が
送
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
雇

用
を
安
定
し
、
所
得
水
準
を
維
持
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

企
業
の
立
地
を
推
進
し
、
雇
用
の
機

会
を
創
り
、
失
業
の
防
止
に
努
め
ま

品
消
費
生
活
の
安
定

安
定
し
た
物
価
の
も
と
で
、
必
要

な
も
の
を
、
安
心
し
て
買
え
る
よ
う

に
、
生
活
必
需
物
資
の
供
給
、
流
辿

機
構
の
佐
伯
、
価
格
安
定
対
策
等
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

目
f
p
J

に
い
J

、

L
1
7
 
快
適
な
生
活
が
享
受
で

き
る
よ
う
に
、
賢
い
消
費
者
づ
く
り
、

が
健
康
で

す
。
ま
た
、
特
に
中
高
年
齢
者
の
一
層

用
安
定
と
、
若
年
労
働
者
の
県
内
就

職
を
促
し
、
就
職
の
あ

っ
旋
、
職
業

4 

訓
練
な
ど
の
施
策
を
充
実
、
強
化
し

ま
す
。

物
を
大
切
に
す
る
運
動
な
ど
を
推
進

強
化
す
る
と
と
も
に

消
費
生
活
セ

ン
タ
!
の
拡
充
樫
備
を
し
ま
す
。
ま

た
、
消
校
生
活
セ
ン
タ
ー
に
、
背
的

処
理
却
門
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

被
害
者
救
済
基
金
制
度
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。

ぬ
中
高
年
齢
層
の
健
康
増
進
を
柱
に

健
や
か
に
生
き
る
こ
と
は
、
人
間

に
と
っ
て
、
最
も
基
本
的
な
課
題
で

す
。
病
気
に
か
か
っ
て
か
ら
の
対
策

だ
け
で
な
く
、
予
防
、
そ
し
て
積
極

的
な
健
康
晴
進
と
い
う
こ
と
に
力
点

を
お
い
て
い
ま
す
。

成
人
病
の
正
し
い
知
識
と
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
個
別
、
集
団
の

保
健
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

家
庭
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
、
健
康

へ
の
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
健
康
に

関
す
る
県
民
運
動
に
自
発
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
性

・
年
齢

職
業

・
健
康
状
態
に
応
じ
た
指
導
施

設
と
し
て
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

特
に
、
健
康
増
進

に
対
す
る
婦
人
の
役
割
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
知
識
や
実
践
活
動
の
啓

蒙
を
進
め
ま
す
。

5 

ぬ
救
急
医
療
体
制
の
整
備

救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

は
、県
内
四
ブ
ロ

ッ
ク
に
休
日
、
夜
間

急
患
セ

ン
タ
ー
を
各

一
カ
所
設
置
す

国
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
と
生
き
が
い

る
ほ
か
、
第
三
次
救
急
医
療
体
制
と

し
て
、
高
度
な
診
療
機
能
を
有
す
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

-
W

生
涯
教
育
体
制
の
整
備
・
拡
充

近
年
、
県
民
の
中
に
生
泥
教
育
の

気
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
fご-

tL 

で
も
、
な
ん
で
も
」
、

必
要
に
応
じ
て

学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
学
ぶ
よ
ろ
こ
び

と
、
そ
の
学
び
か
ら
得
る
生
き
が
い
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を
見
出
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
学
問

の
場
と
機
会
を
拡
充
し
ま
す
。

公
民
館
を
地
域
に
お
け
る
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

竪
備
拡
充
す
る
こ
と
と
し
、

k

リ
年

ω叩

ぬ
県
民
大
学
校
の
設
立

ま
た
、
総
合
的
に
樫
備
さ
れ
た
学

国
円
の
場
と
機
会
を
提
供
す
る
、
県
民

¥
九
三
山
口
h
、

'
E
I
M山
口
白
、
円

S
KI
-
J
e、
'に

f
ノ

J
Z
A
E

当
プ
p
h
v
告
が
土
巾
ノ
I
山
均

H
q

，ブ

川
上
総
合
体
育
館
な
ど
を
幣
備
し
ま
す
勺

県
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
創
設
も
閃

ら
れ
ま
す

大
学
校
の
設
立
や
、
生
涯
教
育
振
興

基
金
を
設
け
ま
す
。

ち
っ
と
し
た
「
若
い
力
」
を

文通指導って、大へんなのネ

ぬ
若
い
力
を
生
か
す

者
者
が
、
円
分
の
能
力
を
十
分
発

障
で
き
る
社
会
。
そ
こ
に
力
強
、
い
若

者
の
成
長
と
、
い
き
い
き
と
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
で
若
者
の
、
自
主
性

を
確
立
し
、
共
生
共
存
の
立
識
と
忠

い
や
り
の
精
神
を
而
養
す
る
た
め
、

若
者
の
同
体
、
グ
ル
ー
プ
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
奨
励
、
按
肋
し
ま
す
。

ま
た
、
千
供
会
の
リ
ー
ダ
ー
、
美

化
運
動
、
地
域
文
化
の
創
造
等
、
わ

い
力
が
主
体
と
な

っ
て
進
め
る
地
域

巳

活
動
に
期
待
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ビ
ュ

l

ロ
l
を
設
置
し
て
、
支
援
し

ま
す
。

若
者
は
ま
た
、
同
際
的
視
野
に
立

っ
て
、
も
の
を
見
、
身
、
之
、
判
断
す

る
態
度
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
富
山
県
青
年
の
船
事
業
の

職
業
別
派
遣
な
ど
の
改
善
充
実
、
海

外
青
年
の
受
入
れ
事
業
や
、
国
際
姉

妹
都
市
提
携
な
ど
、
国
際
交
流
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

ぬ
若
者
の
定
着
す
る
環
境
つ
く
り

若
い
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
若
者

が
定
請
す
る
環
境
が
し

っ
か
り
し
て

都
市
化
や
生
活
圏
の
拡
大
、
絞
家

族
化
、
価
値
観
の
多
様
化
等
か
ら
、

泣
隣
杜
会
へ
の
関
心
や
結
び
つ
き
が

薄
れ
、
そ
の
連
帝
感
が
失
わ
れ
つ
つ

で
き
る
魅
力
あ
る
職
場
の
形
成
、
官
同

等
教
育
機
会
の
増
大
。
才
能
を
育
て

る
高
い
機
能
を
備
え
た
、
都
市
環
境

の
創
造
な
ど
の
整
備
を
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
社
会
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
、
心
の
ふ
れ
あ
う
社
会
の
形

成
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

-
W

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
展
開

フ

日
常
の
生
活
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、
各
穐
の
活
動
へ
桔
…

極
的
に
参
加
し
て
、
そ
の
体
験
か
ら

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
つ
く
り
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
は

交
通
安
全
へ
の
協
力

主
人
を
訪
問
し
て
手
助
け
す
る
、

'H

然
川
川
護
に
関
心
を
も
っ
、
趣
味

・
教

養
へ
の
参
加、

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す

る
、
郷
土
文
化
の
伝
承
等
い
か
が
で

ー
し
ト
」
?
「
ノ
。

-
W

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
手
だ
す
け

市
町
村
を
中
心
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
の
育
成
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
存
純
大
会
や
コ

ン
ク
ー
ル
の
閉
山
な
ど
を
、
社
会
教
育

と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
な
が
ら
進
め
、
ま

た
、
公
民
館
な
ど
地
誌
の
整
備
、
モ

デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
定
も
行
い

ま
す
。



園
水
田
利
用
の
再
編
と
住
み
よ
い
村

農
業
の
今
日
的
課
題
で
あ
る
、
水

田
利
用
再
編
へ
の
取
組
み
を
明
ら
か

し

一万

農
家
と
非
農
家
の
コ

ユ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
、
生
活
環
境
へ

整
備
を
す
す
め
ま
す
。

り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
必
要
条
件
を
整
備
し

て
、
収
益
の
向
上
を
期
し
ま
す
。

巴

ま
た
、
農
村
の
生
活
環
境
に
つ
い

て
は
、
快
適
な
環
境
の
確
保
、
住
民

の
健
康
増
進
、
早
期
除
雪
体
制
の
整

備
、
近
隣
諸
都
市
と
結
ぶ
基
幹
道
路

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
住
み
よ
い
生

活
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

国
若
者
の
定
着
す
る
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

阿
U
眠

E
Em

品
水
田
利
用
の
再
編

良
一
位
米
の
供
給
基
地
と
し
て
の
法

本
を
時
持
し
な
が
ら
、
転
作
を

一
時

し
の
ぎ
の
も
の
で
な
く
、
長
期
的
展

望
に
立
っ
て
、
転
作
作
物
の
定
請
を
図

ぬ
村
づ
く
り

長
い
年
月
に
培
わ
れ
て
き
た
、
農

村
集
落
の
共
同
意
識
が
、
非
農
家
が

増
え
、
来
業
化
率
が
多
く
な
る
に
従

い
薄
れ
て
き
て
、
地
紋
的
な
組
織
的

動
を
停
滞
さ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
農

村
地
域
住
民
の
意
識
の
高
局
を
図

っ

て
い
き
ま
す
。

若
者
の
定
石
と
流
入
を
図
る
た
め

l土

新
幹
線
な
ど
基
幹
交
通
網
幣

備
を
基
盤
に
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぬ
個
性
的
な
魅
力
あ
る
都
市

こ
れ
ま
で
の
工
業
集
柏
を
生
か
し

た
商
業
の
近
代
化
、
的
報
産
業
の
振

興
な
ど
産
業
都
市
と
し
て
の
特
備
を

す
す
め
ま
す
。

こ
の
産
業
を
基
姑
と
し
て
、
全
凶

か
ら
、
人

・
物

・
的
報
が
集
ま
る
機

会
を
枯
…
極
的
に
つ
く
り
出
し

た
め
の
会
議
場

競
技
場

宿

地

設
等
を
附
設
備
し
、
ト
忠
ま
札
た
山
岳
や

小
川
を
生
か
し
た
観
光
レ
ク
リ
エ
|
シ

ョ
ン
基
地
、
つ
く
り
ゃ
、
胤
物
詩
を
取

リ
込
ん
だ
行
事
を
慌
ん
に
す
る
な
ど

さ
ら
に
工
業
の
高
度
化
を
図
り

キ
4
V

日
本
海
沿
岸
凶
指
の

「
会
議
都
市
」

を
め
さ
し
ま
す
。

ま
た
、
都
市
特
備
に
欠
か
せ
な
い

教
育
、
文
化
、
高
度
医
療
等
の
由
で

も
、
高
い
都
市
機
能
を
備
え
ま
す
。

そ
グ〉

山
山
県
人
の
こ
ま
や
か
な
人
情
に

よ

っ
て
か
も
し
出
さ
れ
る
、
文
化
的

行
事
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
似
性
を
大

切
に
し
て
、
人
々
に
や
す
ら
ぎ
と
親

し
み
を
感
じ
さ
せ
る
ま
ち
っ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

ぬ
都
市
の
再
開
発
と
修
復

都
市
の
顔
と
も
い
う
べ
き
駅
周
辺

や
都
心
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
を
進

め
る
と
と
も
に
、
広
く
全
域
に
わ
た

リ
、
公
開
広
場
な
ど
例
性
あ
る
空
間
の

創
出
を
図
り
、
近
代
的
な
都
市
構
造

9 

へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

ぬ
便
利
で
安
全
な
都
市
交
通

公
共
交
通
を
重
視
す
る
こ
と
を
基

本
に
、
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
と
安

全
性
の
高
い
、
都
市
内
交
通
の
控
備

ぬ
美
し
い
都
市
づ
く
り

都
市
は
美
し
く
な
く
て
は
な
リ
ま

せ
ん
。

風
格
の
あ
る
た
た
ず
ま
い
を

つ
く
る
、
緑
や
丘
陵
、
河
川
の
都
市

へ
の
組
み
込
み
、
あ
る
い
は
、
高
木

性
相
樹
帯
の
あ
る
街
路
や
、
伝
統
工

や
、
交
通
渋
滞
の
な
い
都
市
間
交
通

の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

芸
を
生
か
し
た
、
彫
刻
の
あ
る
情
な

ど
、
向
然
と
人
工
が
織
り
な
す
都
市

の
景
観
に
配
慮
し
た
都
市
住
備
を
進

め
ま
す
。



固
雪
に
強
い
富
山
県
に

郷土に関する応募作品カ、ら

富
山
県
の
日
常
交
通
を
与
え
る
場

合
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

「
雪
」

の
対
策
で
あ
リ
ま
す
。

で
の
克
服
は
、
住
み
よ
さ

の
必
須

品
積
雪
時
の
対
策

冬
期
交
通
の
確
保
は
、
す
べ
て
の

雪
対
策
の
基
本
で
あ
り
、
除
雪
体
制

を
は
じ
め
、
消
咋
工
、
滞
咋

ぺ
l

ス

の
確
保
、
円
に
強
い
道
路
構
造
に
抑
止

備
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
必
需
物
資
の
安
定
確

人

・
物

・
情
報
の
流
れ
を
大
量
に

か
つ
迅
述
化
し
、
経
済
の
飛
躍
的
発

展
と
、
県
民
生
活
の
利
便
性
を
画
期

要
件
で
あ
リ
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が

「雪
に
強

い
県
づ

く
り
」
を
進
め
る
必
要
が
あ

互
い
に
協
力
し
な
が
ら

リ
ま
す
。

保
や
、
消
防
、
防
火
体
制
の
整
備

医
療
の
確
保
等
の
対
策
に
万
全
を
期

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
、
民
間
を
も
網
羅
し

た
雪
害
、
利
雪
に
関
す
る
研
究
組
織

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

10 

的
に
高
め
る
た
め
、
高
速
大
量
輸
送

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
交
通

体
系
の
整
備
が
必
要
で
す
。

ぬ
産
業
・
経
済
発
展
へ
の
道

県
民
待
望
の

「
北
陸
新
幹
線
」

の

早
期
実
現
は
、
地
域
振
興
に
非
常
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
け
に
、
本

県
の
悲
願
と
し
て
、

一
日
も
早
い
開

通
に
努
力
し
ま
す
。

の
早
期
接
続
も
図
り
ま
す
。

ぬ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
ぶ

航
空
の
大
衆
化
時
代
を
迎
え
、
ジ

ェ
ッ
ト
化
に
対
処
し
て
、
富
山
空
港

の
滑
走
路
を
二
千
幻
に
拡
張
整
備
し

富
山
l
東
京
の
航
空
利
用
は
も
ち
ろ

ぬ
大
型
化
す
る
港
湾

船
舶
の
大
引
化
、

専
用
化
が
進
む

伏
木
、
新
港
、
富
山
の
三
港
の
機
能

分
担
を
図
り
な
が
ら
、

外
港
及
び
魚

津
地
な
ど
の
港
湾
施
設
の
整
備
を
す

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ

す
め
ま
す
。

資
源
の
活
用

ぬ
水
は
「
公
」
の
も
の

普
通
の
年
で
二

O
O億
トン

、
治
水

年
で
も

一
六

O
億
トン

の
河
川
流
量
が

あ
る
富
山
県
は
、
こ

の
恵
ま
れ
た
水

資
源
を
有
効
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

水
資
源
の
確
保
の
き
め
手
は
、
ダ

ム
建
設
で
あ
り
、
国
の
財
政
援
助
を

強
く
期
待
し
て
、

河
川
総
合
開
発
を

北
陸
自
動
卓
道
な
ど
ハ
イ
ウ
ェ
イ

の
整
備
は
、
関
東
、
関
西
へ
の
時
間

的
距
離
を
短
縮
し
、
産
業
、
経
済

の

飛
躍
的
発
展
に
つ
な
が
り
、
期
待
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
に
応
え
、
関
連
道
と

ん
、
北
海
道
、
九
州
、
日
本
海
沿
岸

航
路
等
の
遠
距
離
交
通
の
、
有
効
な

手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

ー
、
省
力
化
を
背
景
と
し
た
交
通
体

系

・
輸
送
体
系
の
変
革
に
伴
い
、
フ

ェ
リ
ー
基
地
、
コ

ン
テ
ナ
基
地
な
ど

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

オ守

す
す
め
ま
す
。

ま
た
、

「
水
は
公
の
も
の
、
大
切
な

も
の

」
と
い
う
、
水
に
対
す
る
考
、
ぇ
方

を
基
本
に

、上
水
道
の
広
域
化、

一
O

o
rの
普
及
、
料
金
の
格
差
是
正
に

つ

と
め
、工
業
用
水
や
農
用
水
の
峰
保
、エ

ネ
ル
ギ
!
と
し
て
の
水
力
利
用
等
の

調
主
、
開
発
に
努
め
ま
す
。



編

総
ぐ
る
み
で
住
み
よ
さ
を

一
一

i総i
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一
一

一

一

一
一

県
民土

地
利
用
基
本
構
想

こ
の
計
画
は

全
体
が
土
地
利
用

基
本
構
想

(
表
紙

2
を
参
照

)
を
根

底
に
お
い
て

健
康
で
文
化
的
な
生

き
が
い
を
覚
え
る
生
活
環
境
を
つ
く

り
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は

〈
ど
こ
に
住

県
内
の

県内総人口
従
来
よ
り
減
少
テ
ン
ポ
が
や
や
低
〈

県
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
恵
ま

健
康
で、
s快
適

な
り
ま
す
が

引
き
続
き
減
少
し

基礎を固める

文
化

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業
で
五
万

調」

と
し
た
計
画
で
す
。

県民生活の

ハ
千
人
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ

れ
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
中

ま
す
。

で
、
盟
か
な
心
の
、
守
れ
合
い
を
通
じ

て
、
い
き
い
き
し
た
生
活
が
送
れ
る

所
得
の
最
大
の
要
因

で
あ
る
工

「
人
間
尊
重

こ
と
を
念
願
に

を
基

業
の
出
荷
額
を
三
兆
三
千
四
百
億
円

と
見
込
み
、
三
全
総
の
北

陸
へ
の
期

キ
寸
+
品
、

ノ，

AI
1
-

て。

三
つ
の
課
題

①
均
衡
の
と
れ
た
生
活
便

こ
と
が

一
応
受
け
入
れ
る

き
る
規
模
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
五
十
年
ま

長
率
は
六

・
七
軒
と
見

ま
A
F

益
や

で
の
経
j斉

込
ま
れ

成す
。

ん
で
い
て
も
〉
そ
の
願
い
が
果
た
せ

る
よ
う
県
内
を
六
つ
の
広
域
生
活

圏

(
地
域
編
参
照
、
に
分
け

そ
グ〉

人
口
な
ど
の万人

安
全
で
豊
か
な

水
準
を
享
受
。

②
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
。

③
心
身
と
も
に
健
康
で
、
家
庭
や
地

域
社
会
の
中
で

人
間
的
な
ふ
れ

合

い

と

温

み

の

あ

る

生

活

が

営

め
る
。

こ
の
三
つ
の
課
題
を

生
活
行
動

の
側
面
か
ら
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
ま
す
。

長
期
低
利
の
県
融
資
制
度
を
設
け

て
、
暮
ら
し
ゃ
す
い
住
宅
や
宅
地
を

確
保
し
ま
す
。
水
道
一

o
o
rと
下

水
道
の
五

o
r普
及
を
目
標
と
し
て

整
備
い
た
し
ま
す
。
出
て
く
る
ゴ
ミ

は
す
べ
て
処
理
し
、
一
方
、
資
源
の

再
利
用
や
省
資
源
化
を
図
り
ま
す
。

自
然
災
害
の
未
然
防
止
と
防
火
体
制

を
整
備
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
す
。

追
求

中
で
、
通
勤
、
通
学

医
療
、
買
物

な
ど

日
常
生
活
の
要
求
が
三

O
分

程
度
で
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
道
路
の

改
善
‘
就
業
の
場
の
確
保
、
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

見
通
し

七
万
人
と
し
て
い
ま
す

そ
の
年
齢

12 

構
成
で
は
、
六
五
歳
以
上
の
老
齢
人

口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
、
五

十
年
の
九

・
玉
川
れ
か
ら
六
十
年
に
は

一一

・
九
州
れ
と
高
ま
り

老
齢
化
が

進
み
ま
す
。

ま
た

十
五
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で

の
生
産
年
齢
人
口
で
は

十
五
歳
か

ら
二
四
歳
で
六
千
人
減
少
す
る
の
に

対
し

四
五
歳
か
ら
五
四
歳
で
一
万

六
千
人
の
増

五
五
歳
か
ら
六
四
歳

で
二
万
六
千
人
の
増
と
な
り

中
高

年
齢
層
の
雇
用
問
題
が
深
刻
に
な
る

」
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

就
業
人
口
で
は

第
一
次
産
業
は

生
活
を

自
然
を
守
る
心
を
育
て
、
広
く
動

物
た
ち
を
愛
す
る
気
風
を
高
め
て
、
美

し
い
自
然
を
守
り
育
て
ま
す
。
花
と

緑
の
銀
行
や
み
ど
り
の
少
年
団
、
ナ

チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
活
動
な
ど
を
推
進
し

な
が
ら
、
緑
の
富
山
県
を
め
ざ
し
ま

す
。

13 

ま
た
、
美
し
い
空
、
き
れ
い
な
水

そ
し
て
汚
れ
の
な
い
土
を
取
り
戻
し

ま
す
。

老
人
が
生
き
が
い
を
求
め
る
場
を



十
分
に
持
ち
、
養
護
、
治
療

回
復

介
護
の
施
策
を
整
備
拡
充
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
経
済
援
助
も
し
て
、
住
民

ぐ
る
み
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
し
ま
す
。

ま
た
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
に

は
、
可
能
な
限
り
の
能
力
回
復
の
施

策
に
努
め
、
社
会
復
帰
を
図
り
ま
す
。

幼
児
を
は
じ
め
と
す
る
子
供
た
ち

を
、
安
全
で
健
全
な
生
活
環
境
で
育

て
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

一
般
県
民
の
総
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を

目
標
に
県
や
市
町
村
の
社
会
奉
仕
活

動
セ
ン
タ
ー
の
充
実
や
組
織
を
拡
大

し
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
健
康
に
は
き
め

細
か
い
対
策
を
立
て
実
行
し
ま
す
。

余
暇
利
用
に
対
す
る
県
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
、
都
市
公
園
や
運
動

広
場
、
総
合
体
育
館
な
ど
を
整
備
し
、

き
る
よ
う
に
し
、
若
者
の
多
い
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
い
た
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
県
立
技
術
知
期
大
学

の
四
年
制
指
向、

富
山
大
学
の
学
部

学
科
、
大
学
院
の
整
備
、
高
山
医
科

薬
科
大
学
の
医
療
技
術
初
期
大
学
部

門
、
歯
学
部
門
及
び
大
学
院
の
整
備
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ

ッ
ジ
の
誘
致

私
立
大
学
の
誘
致
、
専
門
学
校
等
の

拡
充
笠
備
に
努
め
ま
す
。

健
康
で

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
を
図
リ
、
県

民

人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
実
現
し
ま
す
。

県
民
公
園
や
立
山
山
麓
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
地
区
に
、
総
合
的
な
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
リ
ア

の
粍
備
を
す
る
ほ
か
、
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
闘
の
拡
充
整
備
、
大
別
県
営
総
合

体
育
館
の
建
設
、
学
校
体
育
施
設
の

開
放
等
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
の
活
用
を
図

リ
、
健
康
測
定
や
体
力
テ
ス
ト
を
推

進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を

拡
充
し
、

民
間
主
導
の
ス
ポ
ー
ツ
振

組
(
を
進
め
ま
す
。

県
民
公
園
や
立
山
山
麓
レ
ク
リ
ェ

l

シ
ョ
ン
基
地
の
完
成
を
急
ぎ
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
養
を
高
め
る
た
め
の

図
書
館
、
公
民
館
、
博
物
館
、
総
合

劇
場
、
美
術
館
、
彫
刻
の
森
な
ど
、

適
切
に
配
置
い
た
し
ま
す
。

人間性を

豊かに
育てる

文
化
の
創
造
と
継
承

調和ある

繁栄を

もだらす

EE置理

国
道
の
四
車
線
化
や
バ
イ
パ
ス
化

を
進
め
、
県
道
の
整
備
、
パ
ス
路
線

を
重
点
に
、
市
町
村
道
の
整
備
を
急

ぎ
、
一
方
、
民
営
の
鉄
軌
道
や
パ
ス

路
線
の
維
持
や
、
国
鉄
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
働
き
か
け
、
さ
ら
に
、
道
路

交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
今
日
的
課
題

に
か
ん
が
み
、
自
動
車
交
通
の
総
量

抑
制
問
題
等
に
も
対
処
し
て
、
交
通

施
設
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
、

日

常
生
活
の
利
便
を
図
り
ま
す
。

傘
人
聞
の
生
き
方
を
考
え
る
優
れ
た
知
性
を

ふ
自
然
と
芸
術
に
親
し
む
豊
か
な
心
を

牟
健
全
な
心
を
支
え
る
た
く
ま
し
い
体
を

充
実
し
安
定
し
た
県
民
生
活
の
実
現

の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
食
品
ほ
か
、
養
殖
漁
業
の
振
興
、
良
好
な

加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
高
度
化
、
汎
用
化
な

ど
の
生
産
法
慌
の
樫
備
、
農
業
後
継

学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教

育
の
三
者
を
一
体
化
し
て
、
生
涯
教

育
の
視
座
に
立
ち
、
県
内
全
域
で
各

世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
、
芸
術
、
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

領
域
の
諸
活
動
を
活
発
に
調
和
の
と

れ
た
人
づ
く
リ
を
め
ざ
し
ま
す
。

若
い
芽
を

つ
ち
か
う

大
切
な
乳
幼
児
教
育
の
た
め
、
乳

幼
児
育
成
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
、
市

町
村
に
保
育
振
興
研
究
協
議
会
を
つ

く
り
、
保
育
所
、
幼
稚
園
を
整
備
し

ま
す
。

県
民
の
芸
術
文
化
に
対
す
る
欲
求
の

高
ま
り
に
応
え
、

ま
た
創
造
の
芽
を
守

リ
育
て
る
た
め
に
、
県
立
美
術
館
の
控

食
料
の
安
定
供
給
と

緑
の
保
全

V
農
業

食
料
基
地
と
し
て
、
農
畜
産
物
の

自
給
力
J

川
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ

少
年
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
し
、
遊

び
の
中
か
ら
、
協
同
役
割
分
卯
や
奉

仕
の
精
神
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め

少
年
団
体
の
育
成
、
児
童
館
等
の
胞

設
を
充
実
し
、
創
造
性
や
情
操
を
養

い
ま
す
。

調
和
の
と
れ
た

学
校
教
育
を

充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
知
、
徳
、
体
の
調
和
の
と
れ

た
児
童

・
生
徒
の
育
成
を
め
さ
し
、

働
く
こ
と
や
創
造
す
る
喜
び
が
体
得

で
き
る
教
育
へ
の
転
換
に
努
め
ま
す
。

高
等
学
校
の
学
科
の
種
別
及
び
配

設
、
総
合
劇
場
、
県
民
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
設

ι、
芸
術
文
化
活
動
の
ほ
助

や
指
導
者
の
蓬
成
を
進
め
ま
す
。

有
育
成
法
令
一
の
設
置
、
農
村
婦
人
教

宅
の
開
設
を
す
す
め
ま
す
。

V
林
業

森
林
が
も
っ
公
益
的
機
能
と
、
生

産
物
供
給
と
い
う
こ
つ
の
役
割
の
調

和
を
図
リ
、
泣
林
面
積
を
拡
大
し
、

大
規
快
林
道
の
建
設
や
、
山
村
特
産

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
森
林
組
合
労
務

班
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
等
を
図

り
ま
す
。

V
漁
業

一
一
行
カ
イ
リ
時
代
に
伴
う
漁
業
資

源
の
制
約
の
中
で
、
今
後
と
も
新
鮮

で
良
質
な
水
産
物
の
安
定
供
給
を
確

保
す
る
た
め
、
今
後
、
獲
る
漁
業
か
ら

育
て
る
漁
業
へ
の
脱
皮
も
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
栽
陪
漁
業
の
推
進
を
図
る

置
は
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
、
現

行
比
率
を
改
善
し
、
普
通
科
の
通
学

区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
を
維

持
し
な
が
ら
も
募
集
率
の
公
正
を
図

オ4

り
ま
す
。

教
育
に
は
、
ゆ
と
り
あ
る
、
道
徳

的
実
践
力
や
強
靭
な
心
身
の
育
成
に

努
め
、
知
・
徳

・
体
か
ね
そ
な
え
た

人
間
形
成
を
め
ざ
し
、
生
き
が
い
を

持
た
せ
る
指
導
を
し
ま
す
。

あ
ら
た
な

高
等
教
育

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
を
整
備

し
、
高
い
進
学
率
を
県
内
で
収
容
で

ま
た
、
文
化
財
保
存
財
固
め
新
設

な
ど
に
よ
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

漁
場
の
造
成
な
ど
に
努
め
ま
す
。

環
境
と
調
和
し
た

生
活
を

豊
か
に
す
る
工
業

昭
和
六

O
年
の
工
業
規
模
を

日百

和
五

O
年
の
二
・

二
六
倍
の

三
兆

オ5

下
山

O
O億
円
の
山
山
何
制
を
怨
定
し
て

い
ま
す
。

企
業
の
適
応
立
地
に
は
、
工
業
の

再
配
置
を
図
リ
、
内
陸
部
に
工
業
用

地
を
先
行
造
成
し
、
新
規
立
地
工
場

は
緑
で
包
み
、
ま
た
、
企
業
の
運
動

場
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
、

地
域
の
住
民
に
解
肱
し
て
融
和
を
図

り
ま
す
。

富
山
新
港
背
後
の
工
業
地
帯
に
は

雇
用
吸
収
力
や
所
得
の
面
で
、
波
及

効
果
の
高
い
優
良
企
業
の
誘
致
を
い

た
し
ま
す
。

工
業
構
造
の
高
度
化
を
進
め
る
た



め
、
付
加
価
値
生
産
性
の
高
い
技
術

集
約
型
工
業
へ
移
行
す
る
こ
と
を
め

ざ

し

中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
中

小
企
業
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
金

融
制
度
の
充
実

不
況
業
種
へ
の
救

済
措
置
と
業
種
転
換
の
指
導

技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置

技
術
振
興

協
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

多
様
化
す
る

第
三
次
産
業
へ
の

対
応

若
者
の
県
内
定
着
を
図
る
上
で
も

有
力
な
分
野
の
第
三
次
産
業
の
振
興

を
図
リ
、
商
屈
の
共
同
居
舗
化
、
駐

. . 

レ出
十
場
の
整
備

売
市
場
の
整
備

生
鮮
食
料
品
等
の
卸

ま
た
、
高
速
道
路

ま
た

県
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

勤
労
者
福
祉
の
向
上

る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
し
て

雇
用
の
促
進
と

関
連
の
流
通
基
地
の
整
備
を
し
ま
す
。

る
こ
と
を
考
え
、
情
報
産
業
や
ホ
テ

若
者
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
職
場
で
あ

観
光
需
要
の
増
大
を
予
想
し
、
産

工
業

業
と
し
て
の
観
光
を
育
成
し
、
環
境

の
都
会
的
産
業

ス
ポ
ー
ツ
関
連
産

中
高
年
令
者
の
雇
用
の
安
定
、
若

ル
デ
パ
ー
ト
、
高
級
小
売
庖
な
ど

が
ら

や
自
然
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
し
な

者
に
魅
力
あ
る
職
場
を
確
保
、
新
規

地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
観

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

光
資
源
、
施
設
の
面
的
な
開
発
整
備

本
県
の
立
地
条
件
を
い
か
し
た
、
対

学
卒
者
を
中
心
と
す
る
若
年
労
働
者

を
助
長
し
、
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
確

立
、
観
光
に
関
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
整
、
え
ま
す
。

一

一

岸
貿
易
の

一
層
の
進
展
を
図
る
必
要

雇
用
の
安
定

の
県
内
就
職
促
進
等
、

か、
hJ

ジ
ェ
ト
ロ
富
山
相
談
所
を
開

確
保
を
図
り
ま
す
。

設
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
な
ど

i地i

i域i

大型プロジェクト

-高山向 を知るために その自然について総

作調査をします。

海民の地形、 j底'l'I、海洋生物に与える ;jf~ ~~ o

j(}lF J氏、 ii手j末、 波j良、 *i~.i 、 標否少、 風.~fÍ'J 、 j瓜

力。海J.~土 の自然、度。亦沖i}j発生機楠等。

-日山湾を守るために良好な水質を維持し、

クロマツ林やH差出帯のわ1'[生 の保全、海L0J1ll立

地等の純化を促進します。 また、従りまわり

波などによる浸食の著しい筒所から、 順次|坊災

施設を幣備して、海との自然な触れあいの場

をつくります。

-富山湾を利用するため、港湾地設の整備・

充実。漁業資源の安定と漁港地設の整備。海

洋性観光レジャ一地設の建設整備をいたしま

す。

|富山湾|

で
心
身
障
害
者
の
能
力
の
開
発
を

図

雇

用

の

際

に

は

各

種

の

金

融
制
度
等
を
通
じ
て
促
進
し
ま
す
。

口
同
学
歴
化
志
向
、
職
業
能
力
習
得

一
ー
ズ
の
高
ま
り
等
か
ら

生
涯
職

業
訓
練
を
推
進
し
ま
す
。

勤
労
者
の
制
祉
向
上
施
策
と
し
て

週
給
二
日
制
の
推
進
、
勤
労
者
い
こ

い
の
村
、
勤
労
者
体
育
地
設
、
勤
労

青
少
年
ホ

ム

働
く
婦
人
の
家
等

の
川
和
備
を
す
す
め
ま
す
。

i編i

|新川圏|
・新幹線科 'I(に対応した観光資?h;i

の開発

・ 山JJ宝山並)J'ドi丘などの格付H

.教育文化地誌の特備

.;)'<.産)JII工|叶地の控誌

.，'主部川及び拶j1司小川 の総合同発

. あさひ|玉11己休護地の柊仙

-総合体育館

・勤労者いこいの村ー

・健康増進センタ一等

・ !ì~ ~!f' 川総イャ JJr.J 発

.神通川左/- ~ ~流域下水道の〈守備

・ rtl山外港計幽の推進

. 八!己中紘工業同地の建設

.神辿川一じ業用水道倣lj;t

・4山山麓レクリェーショ ン法地

キ完備

....己山南曲一斉IS七地利J!i計画の策定

と推進

|山村地域|

|富山圏 1

.富山市の都市樫備

・日山駅周辺の再開発

・ 都心の IlJ~IJ日発等

.;;:与 山'J;<::i巷などのキ完備

. 県 ι美術館 ・庁年U"II人会館など

文化施設の将備

. スポーツ ・レ クリェーション地

設等建設

|射水圏|

.西部水道用水供給事業による上

水の供給

・匡|営かんがい排水事業

・大引レジャー基地の幣備

.水産業の振興とよk陪漁業セ ンタ

一捺備

・能越高速自動車道の建設促進

|氷見圏|

.富山新j巷の特備

.富山新港背後地に緩衝緑地を整

イl南

.新浜漁港の住設

.神通川左J;~ 流域下水道の将イ!日i

. 県民公園太l剖山ラ ンドの特備

.大引流通業務団地の建設

.総合衛生センタ一等研究学|孟|地

区の整備

オ巴

特比センタ ーを 設iiqします。

文化的な '1'-1，円{を字受するため、 100おの水

道 11-及、テレビ矧 tJLJf:[¥のfiJlf.?j'i、医療{本市IJの特

1/iii、学校、'下級の充尖に努めます。

- )j、村内道路/えび十l外連絡道路のぞ丹市街を

山村 の人々が、十IL先から の土地 を'.]'り、り，k

土を災与から未然に II}]ぐために、 1'1然、を似l濯

するf引きをしていることの作さに刈して、そ

の生活のぷ礎とし ての所仰を、、!と地並に{確保

しなければなりません。

山間地の基盤 ~，iiH/簡を進め、作業の省力化、

適地適産の特産物の振興や、 ILJ村観光がJ産業

として成 1)立つよう環岐をととのへ、また、 111

来)JU工ゃ木製品など地域に適したT.場立地、

山村特産物のよ民情 ・加工をすすめるよう、 111村

オフ

|高岡圏 |
.高 |尚市のお1$市整備

・高岡駅前商庖街地区の再開発

・工場の移転と跡地の利用等

.新幹線伴 '10:駅周辺の鞍1/m

・国立のコミュニティカレ ッジ等

高等教育機関の特備

.工業試験研究施設等の格側i

.小矢部川流域下水道の料備

.伏木外地計画の推進

. 大明工業III地の泣成調主

・Ifljf[ 8号の高岡 ・小矢部ノ〈イパ

ス失t設

.新幹線件::'Ii駅)，';Jjllの開発特1/iij

. 東海北|俸ー1"動車道の建設

.IEI道 156~j' . 304ザの粍イ!日j

.小矢音IS川流域下水道の ~H~備

.砺波総作卸売市場の開設

.打尾川農業水利卓業

.境川の総合開発

.観光レクリェーシ ョン施設の幣

|砺波圏!



財政総支出

，27。 億円

総
合
計
画
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現

53年から5年間
マ
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円

』
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l
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a
F

rr
f
L
hp

住む

区分 標 内 容
現 j兄 昭和60年
( u百干1151年) (目標)

住 毛rムー・ 最低居住水準以下の世帯割合 水準以下世帯数/普通世情数 11. 200 0% 

上水道 上水道普及率 |給水人口/(簡水等含む)総人1I 80.--1 100 

下水道 下水道普及率 処理人口/総人 口 12.6 50 

ごみ処理 ごみ処理卒 処理人口/総人口 98.4 100 

県土保全及 保安林面積率 保安林出積/森林面積 62.--1 66 
び災害の防 河川の改良率 改良済延長/要改良延長 20.6 31 
11-. 

砂防工事進捗率 工事済カ所/危険カ所 15.0 33 J 

海岸の整備率 整備前延長/要防護延長 AlJ雨量芹61.9 71 

由主 ;-~ι Ì~ 11 i 43 

i1i 
~Ô 

z 
z 

.上水道普及率

協z
il 

。%

昭和60年

.最低居住水準以下の世帯の割合

昭和51年

.自然公園等面積率

什 .2%

住
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よ
い
高
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県
を
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る
総
合

リ
一
一
川
酬
の
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正
什
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そ
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て
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、
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政
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ど
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ム
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訓
を
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な
い
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社
会
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勢
の
変
化

財
政
状
況
な
ど
に
押
力
的
に
刈
処
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

安らぐ

区分 指 標 内 ツ-内J-・ 現 j兄 fl~和60年
(Bf-{和51年) (目標)

向然 ・縁 自然公園等面積率 内然公開等面積/県土面積 27.700 36% 

街路紙化40: 街路線化延長/都市街路4守備延長 34.7 46 

公 三E二三3 SO‘X 環境基準適合率 達成観測局数/全観測l局数 lOO .() 100 

NO x環境基準適合率 達成観測局数/全観測局数 li .7 100 

BOD環境基準適合率 達成測定基準点数/全i!!lJ定基準点数 83.0 100 

19 



動<
区分 指

7コAιマ 通 道路改良率(国県道)

道路舗装率(国県道)

歩道整備率(国県道)

奇三ヨき・ 除雪延長率

消雪施設延長

.~通

昭和51年

13.3% 

.幼稚園就園率

標

昭和60年

35% 

内 容

改良済延長の割合

舗装済延長の割合

実延長(歩道自転車道)/道路延長

除雪対象道路延長/道路延長

実延長

.消雪施設延長

.中学校プール設置率

T。⑦⑦⑦

学13¥

区分 標 内
，合チτ守

乳幼児教育 幼稚園就園率 3 -5才人口に対する割合

学校教育 特殊教育就学率 就学者数/心身障害児童生徒数

小学校プール設置率 設置数/学校数

中学校プール設置率 設置数/学校数

中学校格技場設置率 設置数/学校数

高校格技場設置率 設置数/学校数

高校屋内運動場不足比率 不足面積/基準面積

社会教育 少年団体加入率 加入者数/ 6-14才人口

社会教育学級受講率 受講者/7才以上人口

社会教育主事設置数 人口 10万人当リ

21 

現 j兄
(昭相51年)

74.800 

90.2 

13.3 

84.0 

19.6km 

昭和60年

230km 

現 j兄

(昭和51年)

24.30
0 

46.6 

47.4 

31.5 

25.0 

85.4 

7.1 

75.3 

4.8 

10.1 

昭和60年

(目標)

91% 

97 

35 

92 

230km 

昭和60年

(目標)

40% 

100 

77 

60 

43 

100 。
80 

8 

12 

いつくしむ

区分 指 キ雲 内 容
現 j兄 昭和60年
(昭和51年) (目標)

社会福祉 老人憩の家数 1小学校下当り設置数 0.2か戸斤 1か所 |

精薄者施設入(通)所定数 人口 10万人当り 97..3人 120人

身障者施設入(通)所定数 人口 10万人当り 34.3 61 

特別養護老人ホーム入所定数 人口 10万人当り 24.6 49 

保育所入所率 入所定数/6A""未満人口 26.6% 32% 

児童館設置数 設置数 28 館 59館

医 療 乳児死亡率 出生児1，000人当り生後l年未満死亡者数 9.5人 6人

妊産婦死亡率 出産数 1万人当 t)妊産婦死亡者数

健康診査受診率(乳児) 受診者/出生児

健康診査受診率(妊婦) 受診者/出産数

病院病床数 人口 10万人当り

一般診療所病床数 人口 10万人当り

医師数 人口 10万人当り

歯科医師数 人口 10万人当り

看護婦 ・准看護婦 人口 10万人当り

.老人憩の家数 .児童館設置数

.小・中学校体育施設の開放率

日叩?r官:2J

T 2努Z 
楽しむ 昭和51年 20.5% 

区分 十旨 標 内 容

公園 ・緑地 都市公園等面積 都市公園等面積/都市区域内人口

スポーツ ・ 公共スポーツ施設数 人口 10万人当り

野外レクリ 社会体育施設の充足率(運動広場)基準数に対する割合
ェーンヨ/

社会体育施設の充足率(体育館) 基準数に対する割合

社会体育施設の充足率(ブール) 基準数に関する割合

小・中学校体育施設の開放率 指定校数/学校数

文化 ・教養 公民館数 人口 1万人当り

施設 図書館数 人口 10万人当り

20  

3.0 

44.3% 100% 

85.9 100 

1，247.6床 1，342床

318.6 334 

106.7人 154人

30.6 47 

432.8 609 

昭和60年

59館

昭和60年 52% 

現 j兄 昭和60年
(昭和51年) (目標)

3.3m' 9m' 

(昭50)19.8カ所 32カ所 l

50.0% 82% 

28.2 52 

85.5 95 

20.5 52 

2.5館 3館

3.2 4 



-県政のうごき

4月17日 図 インフルエンザ流行で警告

高岡市伏木小学校と婦中町城山中学校で集団かぜが

発生。症状や全国的な流行状況からみて、インフルエ

ンザの疑いカ、濃 く、流行の恐れがあるとして、県厚生

部は、検体の調査に入 1)ました。また、全国に流行し

ているのは、 Aホンコン刑であるところから県厚生部

は、①帰宅後や就寝前にうがし、の励行。②栄養、睡眼

を 卜分に とる 。③不適当なi専荷をやめ、汗のあと仕末

を十分にする 。④人こみやたばこののわ、すぎをやめる

などの注意を呼びかけました。

T月17白 書留新しい栄養指導車と配車

今度配rJi_された栄養指導 中ーは、ボデーを小引にして

県内くまなく逆行できるようにしました ο

また、-*1-本の色彩も栄養教ffもかねて、栄養 3色の

ふ ・黄 ・紙の色調にしています。

栄養fドヵ、担 ってくる上III寺は、 di町村 を通じて'朱l付し

てありますので 、附j!Iの }j々 は、 多数お集リ ー卜宇さいと

係では、 11千びかけています

q月20日寝室県体スキー開幕

山田村牛岳スキー場で、第30凶県民体行大会スキー

競技会カ、開かれ、 20日開会式、 21・22日の 2f::l問吹寸

の中で大回転、距離、リレーの 3何日の競技が展開さ

れました。

大会期間中の総参J]IJ人民は 1，000人を但し、史 !二最

高の盛りあがりとなりました。

作柄目 の1fd 位は次のとおりでした。

1月 16臼~2月 15日
-リレー競技 (2 km X 3 ) 

中学女子 城端中学校Aチーム

-大凪転教員男 f

成年男子 1部

2古IS

v
hH

w
hH

V
ハド

立
目

立
日

立
ロ

円

J

A斗
に

J

成年女イー l部

" 2音IS

少年男子

少年女子

中学男千

中学女 f

・距離競技(l5km)

成年男イー l部

" 2古15

11 3音r5

11 4部

教員男イー

少年男 f

・距離競技 (8 km) 

中学男 f

• ~Ii離競技 ( 5 km) 

中学女 f

少年女 {-

小山正高 宇奈月スキー

福井健伸近大

宮崎章立野ケ原スキー

大屋浩jfi 富山夕、イナミ ック

尾原日平夫 宇奈月スキー

折戸仁作国鉄富山

住吉春美 日体大

金森志津子 高岡市スキー

[IlJ ~J志富山第一高校

野扱一美 富山商業高校

菅原誠魚津西部中学

!よ原美千 上j竜中学

よ|二法IJ信雄 中京大

市出健ifi 立聖子ケ)京スキー

山出友一

山本良ifi 宇奈月スキー

村井直人 立山スキー

長国一政 悩野平分校

LUII雅之城端中学

南京 f 城端中学

卜谷祐千 雄山高校

県青年議会、全日程を終了

T月 22日商一本会議開き、 14県政研究

議案を可;央一

去る 8月 3日に組織された、第21回富山県青年議会

(46名)は、この日を最終日として 、県議会議場で本会

議を聞き、県政全般について、中田知事らに質問した

あと、交通総合対策や水回転作など、約半年にわた っ

て研究してきた14の県政研究議案を可決しました。

月23日嵐松〈い虫防除農薬散布による野鳥へ

の害は少ない一調査結果まとまる一

昨年 6、 7月に県内の山林に被害を与えた松くい虫

防除のために農薬を空中散布することは、野鳥や昆虫

に薬害の影響がでないかと その是非が論議されまし

た。県はこの問題について専門家に調査依頼をしてい

たところ、結果がまとまり発表されました。

調査は、野鳥については砺波市頼成山周辺で、昆虫

は、頼成山と朝日町城山で、各防除の前後 5回にわた

り行なわれました。結論としては、 「疑問点はあるけ

れども致命的な打撃はなかった」としており、県とし

ては今年も農薬散布の必要があれば¥慎重に実施する

ことにしています。

T月27日寝室高岡地域大学(仮称)構想了承

日本で初めてのコミュニティカレッジを高岡に誘致

するために、その内容を検討する「高岡地域大学設置

協議会」が開かれ、県から 「国立高岡地域大学(似称)

の構惣、」が提案され、大筋で了承されました。

大学の性格については、

*基本的性格

①地域向体が期待する産業、経済、文化、政治など

のニーズと、②地域住民の多様な高等教育に対ーするニ

ーズの双方に対応できるような性格を持つ高等教育機

関とする 。

具体的教育内容の展開にあた っては、次の諸，点につ

いて配慮する 。

(1)地域の文化 ・産業に寄与する実学中心の学習コース

をおくこと 。

(2)実社会で働くものが 再び復学して学習する場合や

一般主婦の余暇利用学習など生涯教育に役立つ学習

コースをおくこと 。

-リレー競技 (8 krn X 4 ) 

成年男子 立野ケ原スキー Aチーム

少年男 f 悩野半分校

・リレー競技 (5 I、mX 3 ) 

少年女千 雄山高校

・リレー競技 (5 krn X 4 ) 

中学男 f 城端中学校Aチーム

23 

(3)一般教養の習得に重点をおく学習コースをおくこと。

(4)四年制大学への編入希望者のための学習コースをお

くこと 。

(5)専攻分野のコースをまとめて学系とするが各コース

存学系、にまたがり、学習者に必要な講座はできるだ

け自由に選択できるようにすること 。

(6)聴講生制度による認定単位の累積で卒業の資格を付

与できるようにすること 。

(7)コースの選定や単位の選択にあた っては、専任のカ

ウンセラーによる専門的な指導を受けられるように

すること 。

とな っています。

住みよい富山県をつくる

4月30日重量総合計画の修正計画答申

昭和60年に|白jかつての県政の指針となる総合計画の

修正計画が答申されましたの

重点目標として、

・若者が多し川市力ある人口構成を実現する

・ボラ ンティア活動の展開などによる豊かで心のか

よい合う社会をつくる

の二点をかかげ‘ております。(本文参照)

53年度県予算案発表

2月刊日商一般会計2，251億円

53年度県予算案の規模は、 一般会計が2，251億2，705

万4千円で、 52年度の当初J一予算に比べて、 16.4~* の伸

びとな っています。

中田知事は記者会見で、財政環境は厳しいが、愛-と

繁栄の県政三大政策を一層推進することを基本に、予

算編成をした。景気回復のための公共事業を積極的に

遂行するほか、県単独建設事業にも配慮した。新しい

総合計両に沿って、県民生活の安定、福祉施策の充実

につとめ、特に「心と体の調和を中心l二重点配慮した」

と述べました。(予算は 4月号で特集いたします)
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2
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国
県政パス教室は、県の施設や事業等の紹介を通じて、 県政についての正しい

理解と認識を高めていだだくだめに実施 しているものです。

回 応募方法・・・・・・下記の要領で、はがきてお申し込みくださし、。

(団体 ) (個人)

.申し込み先

申込団体または個人の住所地 申込先 所在地 電話番号

富 山市 ・上新川郡 ・婦負郡 富 山 県知事公室広報課
富 山市新総曲輪1-7 (0764) 

富 山 県庁内 31-3131 
高岡市 ・新湊市 ・氷見市 ・射

高岡地方県民相談室
局 岡市赤 祖父211 (0766) 

水郡 ・福岡町 高岡総合庁舎内 21-9411 
魚津市 ・滑川市 ・黒部市 ・下

魚津地方県民相談室
魚津市新宿10-7 (0765) 

新川郡 ・中新川郡 魚津総合 庁 舎 内 24-5311 
砺 j皮市 ・小 矢部市 ・東砺波郡

砺波地方県民相談 室
砺波市幸町1-7 (07633) 

-福光町 砺波総合庁舎 内 3 -5l_51_j 

住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名

電
話
番
号

希
望
の
コ
ー
ス

及
び
運
行
月
日

-
団
体
名

(
事
務
胃
設
置
)
市
町
村
名

代
表
者
氏
名

連
絡
者
住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名
及
び
電
話
番
号

希
望
の
コ
ー
ス
及
ひ
運
行
月
日

国 携行品など

(1)参 加費は無料ですが、入館料

(端竜寺・風土記の丘)の実費は

負担してください。

(2)昼食及びお茶は、各自持参し

てくださ し、。

(3)団 体 で参加 される場合は、団

体が指定 する場所(2カ所)ま

で送迎します。

園 申し込み期間

4 - 6 月の ~'r~ J改ノ〈ス→ 3J-J 1日- 3 )cj 15日

7 ・8)iの県政ノ〈ス→ 5月 1日-5月15日

9 ・10月の県政ノ〈ス→ 7月 1日- 7月15日

団 参加の決定通知

抽選によ って決定します。

なお、参加者決定の通知をも って発表に

かえ、抽選もれの方には通知しませんので

ご了承ください。

11日 ・25日)は、別 に コー スを幸Eみます。

テーマ 富山地区 高 岡地区 魚津 地 区 砺波地区
(コース名称) i箆E-日 コース i璽f子日 コース ~fラ 日 コース ~行:日 コース

(頼成の森経 由)・長生 社会福祉総合施設 ・(漣 緑化セ ンター ・八尾園 ふるさと養護学校 ・流
いつ くしむ % ・% 策 ・高岡聞置セ ンター 予告・予言 動公関経由)・富 山武道 予(7・% (昼食)・ふるさと養護 % ・% 杉老人ホーム(昼食)・

% ・% (昼食)・(箆山新港経由 % ・% 館 (昼食)・県庁 ・九重 % ・% 学校タ・4県E庁 ・消費生活 % 県庁 ・情報処理教育セ
(福 手止) l先 -県庁 ・討会話拙総合施 在 ・身体障害者更生指 セン ンター ・富 山新港

設 ・(j勤。公俊躍血) 導所

(頼成め霧滋歪由 ・結到11 和田川水道・(太閤山団 水産試験場 ・(高月海岸 和田川ダム・(太閤山田
きず 〈 % ・男 ダム ・二 上青少ぜFO家 % ・% 地経由)・呉羽ハイツ % ・九 経由) ・富山港 ・呉羽 % ・% 地経由)・呉羽ハイツ

九 ・% (昼食3・(富山新発鋭歪由 Yt2・% (昼食)・県庁 ・富 山空 % ノ¥イツ(昼食)・県庁 ・ % (昼食)・県庁 ・富 山空
(土 オミ) % -県庁 ・富 山中央卸売 % 港 ・身体障害者更生E指 白岩川 夕、ム 港 ・富 山中央卸売市場

市場 導所

(太閤山団地経由)・高 富 山新港 ・五百躍漢 ・ 富 山企業団地 ・富 山新 高岡銅器団地 ・工業試
さ か える % ・% 岡問屋セ ンター ・工業 予告 ・男 呉羽ハイツ(昼食)・県 %.% 港 ・木材試験場(昼食) % ・% 験場(昼食)・県庁 ・広

:yz;;・% 試験場(昼食)・(二上万 Ji9・9合 庁 ・広賃堂 ・富 山高等 九 ・% -県庁 ・流杉老人ホー '% 員堂 ・和田川水道
(商 工) % ・% 葉 ・富 山新港経由)・県 技能学校 Lム、

庁 ・埋蔵文化財センター

水産試験場 ・富山市フ 塚越花木団地 ・木材試 水産試験場 ・林業試験 緑化 センター ・農業試
つ ちか う % ・% ラワーセ ンター(昼食) % ・% 験場(昼食)・県庁 ・セ % ・% 場(昼食)・農業試験場 %.% 験場(昼食)・県庁 ・塚 l

% ・'% -農業試験場 ・県庁 ・ Yz6・% ーナー苑 ・農業試験場 Ji9・% -県庁 ・交通管制セ ン Yt2 越花木団地 ・太閤山住
(農林水産) % 交通管制セ ンター % ター 宅団地

県民公闇 ・瑞竜寺 (昼 公害センター ・緑化セ 薬草園 ・立山寺参道ト 公害センター ・県民公
や す らぐ 弘 ・% 食)・(二上万葉 ・富 山 % ・% ンター(昼食)・県庁 ・ % ・% ガ並木 ・大岩眼目県定 % ・Yt9 園 ・呉羽ハイツ(昼食)

% ・% 新港経由)・県庁・組大 % ・'% 大岩眼目県定公闇 治 ・% 公園(昼食)・県庁 ・情 % 県庁 ・消費生活センタ
(自然環境) % ゴミ処理場 !私 報処理教育センター ・ 一 ・繰化センター

(呉羽山公園経由)
立 111風七記の丘 ・111野 呉羽少年同然の家 ・煙 立 111風土記の丘 ・山野 瑞竜寺 ・県立図書館

そ fゴてる % ・克 スポーツセンター(属 % ・料 蔵文化財センター ・県 予(0・% スポーツセンター(昼 う{6・% (昼食)・県庁 ・斜学教
九 ・写会 食)・県庁 ・斜学教育 % ・% 立図書館(昼食)・県庁 % ・% 食)・県庁 ・斜学教育 Ji'6 丙センター ・呉羽少年

(教 育) % センタ ー % -交通管制センター ・ センター ・ (運動公闘 同然の家
公需センター 経由)

. 運行 コース は変更す ることがあ ηます。

. 親 子パス (7月28日 ・8月2日)、 小中学生パス(8月 9日

昭和53年度 「県政パス教室」運行表

(注) 農林水産コースについては、上記のコースに整えて次のコースを選ぶことができ ます。 乙の場合、実習材料費の負担が必要です。

昭和53年 3月号.MiJ10 .企画発行

勝山漁家生活近代化セ

ンター (昼食)・県庁 ・

富 山市フラワーセンタ

ー ・農業試験場

欄チューエツ富 山市新総 曲輪 lの 7ft31-3131 (直通)干930 印刷

農山静、家生活近代化セ

ンター (昼食)・農業試

験場 ・県庁 ・うまい米

づくり村

農山帯、家生活近代化セ

ンター(昼食) ・ 県庁 ・ ト% ・ ~
震富山市フラワーセンタ 1%
- ・農業試験場

富 山県知事公室広報課

農山漁家生活近代化セ

シター(昼食)・農業試

験場 ・県庁 ・うまい米

づくり村

-みんなの県政


